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校長 川中子登志雄

テーマ 「コロナ禍の影響について」

１ はじめに

自己紹介と、「コロナについて最近感じること」

２ 学校の状況 － 「新しい生活様式」で変わったこと

○「密」を避けるようになったため…

・集会がなくなった（全校朝礼、児童集会、体育朝会、音楽朝会）

・行事がなくなった、縮小になった（運動会、学芸会、音楽会、１年生を迎える会、６年生を送る会、謝恩会、など）

・異学年交流がなくなった（児童集会、６年生が１年生のお世話をする、全校遠足等）

・授業がふつう通りできない（音楽－歌・笛・鍵盤ハーモニカ etc 、家庭科－調理実習、体育－ゲーム活動、対話等

交流活動など）

→ 集団生活の中での交流を通して育まれるものがストップしてしまっている！

（５年生のあわの移動教室で感じたこと）

○給食が「黙食」に 学校給食の目標「学校生活を豊かにし、明るい社交性及び協同の精神を養うこと。」

○常時マスク 表情が見えない、会話が聞こえにくい

○教職員の健康 区内学校でも同様の状況

３ 家庭での様子は？

○子供たちの様子は？

○保護者の皆様の様子は？

４ オリンピック・パラリンピック学校連携観戦

８月２８日（土） ２，３，５年生 ９月２日（木） １，４，６年生

・コロナよりも熱中症の方が怖い

・曳舟駅まで歩き、東武線、銀座線を使い約３００人が移動。

・最寄り駅から、観客席に入るまでに１時間３０分くらいかかる。



資料：新型コロナウイルス感染症COVID-19の「現在の姿」


